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答

弁

第

二

五

号 
   

衆
議
院
議
員
滝
沢
幸
助
君
提
出
尾
瀬
分
水
反
對
に
關
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 

内
閣
衆
質
一
〇
九
第
二
五
号 

昭
和
六
十
二
年
九
月
十
六
日 

衆
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院

議

長 
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健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
滝
沢
幸
助
君
提
出
尾
瀬
分
水
反
對
に
關
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

尾
瀬
分
水
は
、
自
然
保
護
と
の
調
和
及
び
流
域
変
更
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
関
係
県
の
意
見
を

十
分
尊
重
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

政
府
は
、
お
お
む
ね
昭
和
七
十
五
年
を
目
標
年
次
と
す
る
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画(

以
下｢

四
全
総｣

と

い
う
。)

を
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
三
十
日
に
閣
議
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
の
四
全
総
に
お
い
て
は
、
東
京
圏
へ
の
諸
機
能
の
集
中
を
抑
制
し
、
分
散
を
促
進
す
る
た
め
、
工
業
の
分

散
・
再
配
置
政
策
の
推
進
、
政
府
機
関
の
移
転
再
配
置
等
の
検
討
、
推
進
な
ど
の
施
策
を
示
す
と
と
も
に
、
地

域
別
人
口
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間
後
半
に
は
、
東
京
圏
か
ら
地
方
圏
へ
人
口
純
流
出
と
な
る
こ
と
を
目
指 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

尾
瀬
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
を
代
表
す
る
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
と
し
て
、
そ
の
厳
正
な
保
護
を
図
つ
て
い

る
地
域
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
自
然
公
園
法(
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号)

第
十
二
条
第
一
項
の
公
園

計
画
に
基
づ
き
、
適
切
に
保
全
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

し
、
昭
和
七
十
五
年
の
東
京
圏
の
人
口
の
目
標
を
三
千
三
百
万
人
程
度
と
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

首
都
圏
の
水
需
要
の
大
半
は
、
利
根
川
水
系
及
び
荒
川
水
系
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。
両
水
系
に
お
け
る

水
資
源
開
発
は
、｢
水
資
源
開
発
基
本
計
画｣

に
基
づ
き
従
来
か
ら
積
極
的
に
実
施
し
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も

そ
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

只
見
川
、
阿
賀
野
川
等
の
流
域
に
お
い
て
は
、
大
川
ダ
ム
等
の
治
水
事
業
の
推
進
の
ほ
か
、
野
岩
鉄
道
会
津 

四 

 



 

五 

鬼
怒
川
線
の
開
通(

昭
和
六
十
一
年
十
月
九
日)

、
道
路
事
業
に
つ
い
て
も
東
北
横
断
自
動
車
道
（
い
わ
き
新
潟

線
）
等
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
地
域
の
総
合
的
な
開
発
振
興
に
向

け
て
の
取
組
が
今
後
一
層
進
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

国
と
し
て
も
、
地
元
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
の
下
、
所
要
の
事
業
の
推
進
を
図
る
等
、
豊
か
な
地
方
定

住
の
場
の
形
成
に
向
け
て
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




